
会員資格

問合せ窓口

Japan Medical Imaging and Radiological Systems Industries Association

　画像医療システム（放射線等を利用して患者の診断、治療を行うことを目的とした機器、
及びこれに関連する部品、附属品等を含むシステム）の製造業、製造販売業、販売・貸与業、
修理業その他関連する事業を営む法人

●ご不明な点があれば当工業会事務局にお問合せ下さい。

2015 年 10 月発行

お問合せ
ご相談

　電 話   ：03-3816-3450
　E-mail： soumu@jira-net.or.jp       URL： http://www.jira-net.or.jp/

入会金・会費
●入会金
　100,000 円
●年会費
　当工業会が取り扱う画像医療システム関連の機器、用品、メンテナンス、その他（会
費算定基準調査品目適用一覧）の直近 2 年間の年商総額（輸出も含む）の平均額より、
会費算定基準に従い決定します。（A 区分 18 万円～）
　会費は上期（4 ～ 9 月）と下期（10 ～ 3 月）の 6 カ月ずつ 4 月末、10 月末の前納
になります。
　期の途中の入会の場合は、入会後の月数（入会した月を含む）に応じた額を初回会費
として納入していただきます。

入会手続き

●入会申込書等提出書類
✓入会申込書
✓紹介状、または登記簿謄本（履歴事項全部証明書）
✓会員代表者届
✓JIRA 売上高調査票（入会後は２年ごとに提出）
✓誓約書
　入会に当たって、工業会事業への協力、コンプライアンスの徹底、機密保持、　
反社会的勢力の排除の４項目について誓約頂いております。

✓会社概要（貴社で作成しているパンフレット、ホームページなど）
✓カタログ（当工業会に関連する商品などのカタログ）、または商品説明文

審査 ご入会
入会申込書等

書類提出
（WEB入力）

審査結果
のお知らせ

入会のご案内

一般社団法人 日本画像医療システム工業会



JIRAについて
　JIRAは、1967年（昭和42年）に日本放射線機器工業会として、参加企業97社で創立され
ました。1998年（平成10年）に社団法人 日本画像医療システム工業会に改称され、2012年

（平成24年）に一般社団法人となりました。
　創立以来、日本における放射線医療の発展とともに歩みつづけ、今日では放射線機器、画像
医療システム、関連用品、放射線治療装置、ヘルスソフトウェアなどに携わる先進の医療環境
をサポートする170社以上の会員企業を擁する産業団体に成長しました。
　高齢化社会への対応が急がれる21世紀、予防・健康管理から早期発見・診断・治療、在宅医療・
介護まで、医療機器やICT応用技術とそれに伴うヘルスケアシステム全般にわたるサービスや
ソリューションの範囲を拡げ、つねに人々の健康と福祉に貢献して行きます。

特典
●最新業界情報の取得

　会員用ホームページ、刊行物、メールなどで最新業界情報が取得できます。
✓医療政策・産業政策
　　最新の医療政策、産業政策、医薬品医療機器等法（薬機法）など関連する法律、税制・

補助金など優遇制度の情報を早期に入手することができます。
✓技術開発動向
　　ヘルスソフトウェア、医療 ICT、粒子線治療や、リハビリ、介護、在宅医療、認知症、

精神疾患分野などでの最新技術開発動向を入手することができます。
✓市場動向
　　JIRA 市場統計データを四半期ごとに取得できます。また、部会・委員会より発信

される各種調査報告も入手することができます。

●提言活動への参画
　政策への提言、診療報酬改定への提言、標準化の推進、環境、製品安全、人材育成、通商・
国際問題、技術的諸課題に関する調査研究、統計調査など、業界の諸課題に対応する提
言活動に参画することができます。また、COCIR、NEMA-MITA とともに DITTA の
主要メンバーとして国際規制・規格の整合を推進しています。

●会員価格の適用
✓学会大会併設展示会への出展
　　JIRA が運営を担当する 3 つの展示会の出展料金が会員価格となります。
  （国際医用画像総合展、日本磁気共鳴医学会大会、日本核医学会学術総会/日本核医学技術学会）
✓講習会・研究会・セミナーなどの受講
　　JIRA が主催する年間 30 以上のイベントへの参加費が会員価格となります。
　会員限定のコンプライアンスセミナーや保守点検技術者認定講習会、薬機法に定める

継続的研修などがあります。
✓刊行物の購入
　　業界の基本データを集めた DataBook を始め、調査報告書、海外規制文書の翻訳

版などの購入が会員価格となります。

●DICOM-UID の取得
　（DICOM：Digital Imaging and Communications in Medicine）
　　画像医療システム間通信の世界的な規格として広く使用されている DICOM 規格で

は、ベンダーを一意に示す UID（個別識別子）が登録機関に登録・公開されている必
要があります。JIRA は組織登録番号を取得しており、会員企業は JIRA に申請した
識別子の枝番を使い DICOM-UID として無償で利用することができます。

　　その他に、テクニカルレポート、他団体とのジョイントミーティング・フォーラム
などすぐれた技術や活動をアピールする機会の提供、海外展示会への出展支援、新年
会や活動報告会、部会・委員会、情報交換会、懇談会など会員間のコミュニケーショ
ン機会の提供、政府、関係機関・団体などが実施する各種表彰制度への推薦など、様々
な活動により、常に画像医療システム産業の活性化を推進しています。

事業・主な活動
◆規格の作成及び標準化
◆品質・安全性・技術の向上に関する研究調査
◆生産・流通・貿易の増進及び改善
◆展示会、講習会、研究会の開催
◆法令・基準等の周知、行政施策への協力
◆医薬品医療機器等法に基づく継続的研修

◆医療政策・産業政策に関する調査、
　情報発信、提言
◆市場動向に関する研究調査
◆保守点検技術者の育成、認定
◆DICOM の普及
◆中小企業の振興
◆国際化の推進
◆刊行物の発行

主な部会・委員会
◯医用画像システム部会
◯法規・安全部会
◯標準化部会
◯経済部会

◯医用放射線機器安全管理センター
◯継続的研修委員会

◯コンプライアンス委員会
◯流通近代化委員会
◯広報委員会
◯調査・研究委員会
◯展示委員会
◯中小企業・IT 産業振興委員会
◯放射線・線量委員会
◯国際委員会

主な事業対象製品
X 線診断装置、X 線 CT 装置、核医学診断装置、 診断用磁気共鳴装置（MRI）、超音波診断装置、 
診断用画像処理システム、関連用品、放射線治療装置、ヘルスソフトウェアなど

入会のご案内
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